2.　 体育館
(1)  体育館の概要
(a)  体育館の概要
市の体育館群は、次の施設から構成されています。
[image: image49.emf] 
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三塚ふれあい   センター 愛育館  

春日体育センター  

氷上 住民センター 体育館  

柏原住民センター 体育館  

山南Ｂ＆Ｇ海洋ｾﾝﾀｰ （ 体育館 ）  

山南農業者等体育施設 （アリーナ）  

青垣住民センター 体育館  


(b)  体育館の配置
市の体育館は、次のとおり位置しています。
[image: image1.emf]住民センター名 所在地 開設年度 延床面積（㎡）

年間利用人数（人）

（平成

22

年度）

純行政コスト（千円）

（平成

22

年度）

柏原住民センター体育館

柏原町柏原

5528

平成

13

年度

2,467                                   39,321 37,454                                

氷上住民センター体育館 氷上町成松字甲賀１

昭和

53

年度

2,132                                   8,097 29,806                                

大師の杜ホール

氷上町絹山

346

平成

10

年度

                                  1,377                                18,020                                16,635

青垣住民センター体育館

青垣町佐治

114

平成

17

年度

1,147                                   18,835 4,048                                  

春日体育センター

春日町黒井

196-2

昭和

54

年度

1,469                                   13,906 2,001                                  

山南B&G海洋センター

（体育館）

山南町野坂

176-2

昭和

59

年度

                                  1,102 10,617 15,276                                

山南農業者等体育施設

（アリーナ）

山南町谷川

1180

昭和

59

年度

                                  2,920 5,623 11,312                                

三ツ塚ふれあいセンター

愛育館

市島町上田

1139

昭和

63

年度

                                  2,985 30,686 1,002                                  

（※）純行政コスト＝支出経費（正職員人件費含む）＋減価償却費－収入額


(2)  体育館群の現状分析
1  利用度とコスト効率
平成22年度の利用度とコスト効率は次のとおりです。
行政コストは、需用費等の直接支出経費、間接費も含めた正職員人件費及び減価償却費で構成されています。
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[image: image3.emf]公民館名

行政コスト

（千円）

利用者数（人）

X軸：１人あたり

コスト（円）

利用者数（人） 面積（㎡）

Y軸：1㎡当たり

利用者数（人）

柏原住民センター体育館

                  37,454                    39,321

953                                  

                   39,321

2,467                      

                                15.9

氷上住民センター体育館

                  29,806                      8,097

3,681                               

                     8,097

3,655                      

                                  2.2

大師の杜ホール

                  16,635                    18,020

923                                  

                   18,020

1,377                      

                                13.1

青垣住民センター体育館

                    4,048                    18,835

215                                  

                   18,835

1,147                      

                                16.4

春日体育センター

                    2,001                    13,906

144                                  

                   13,906

1,469                      

                                  9.5

山南Ｂ＆Ｇ海洋センター

                  15,276                    10,617

1,439                               

                   10,617

1,102                      

                                  9.6

山南農業者等体育施設

                  11,312                      5,623

2,012                               

                     5,623

2,920                      

                                  1.9

三ツ塚ふれあいセンター

愛育館

                    1,002                    30,686

33                                    

                   30,686

2,985                      

                                10.3

平均

                  14,692                    18,138                              1,175                    18,138                     2,140                                  9.9


氷上住民センター体育館の利用度とコスト効率性がもっとも低く、続いて山南農業者等体育施設の利用度とコスト効率も低くなっています。この２つの施設が、平均を大きく引き下げています。
2  他団体との比較
他団体との比較は次のとおりです。
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[image: image5.emf]丹波市 朝来市 加東市 篠山市 西脇市 養父市 平均

人口（人） （※1）

69,995 34,791 40,013 44,756 44,006 26,509 43,345

面積（ｋ㎡）

493 403 157 378 132 423 331

体育館保有数（件）

（※2）

8 8 7 4 4 4 6

１施設あたり人口（人）

8,749 4,349 5,716 11,189 11,002 6,627 7,939

１施設あたり面積（ｋ㎡）

62 50 22 94 33 106 61

（※1）人口は、各市役所ホームページに登載されている平成23年3月末時点の数値です。

　　　ただし、朝来市は最新の人口が平成17年度末分であったため、これを記載しています。

（※2）比較対象団体の体育館保有数には、各団体の体育館の設置に係る条例に基づき調査した結果を記載しています。


市の体育館はカバーする人口・面積ともに比較対象団体の平均的な数値です。
現状の施設数を維持すると、特定利用者のために市の財政が大きな負担をし続けなければならないため、市は他市の状況にとらわれず、積極的に施設群の適正化を図る必要があります。
(3)  体育館群に係る経営の適正化
以下では、体育館の運営効率化について、５つの視点から必要な事項を検討します。
1  地域間の公平性（地域性）
体育館の利用者に対するアンケートで、交通手段についての質問の回答を集計した結果は、次のとおりです。
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この表のとおり、自家用車での移動が73.4%と多くの割合を占めています。この中で、バイク及び自家用車は比較的広範囲に、個人が自由にできる移動手段であり、公共交通機関も広範囲に移動できる交通手段です。これら3つの移動手段の合計は77.2%であり、広範囲の移動手段を有する利用者が、利用者全体のかなりの部分を占めることになります。
体育館を、「バイク・自家用車・公共交通を用いて利用する施設」と位置づけるのであれば、施設数の削減は可能であると考えます。その場合、徒歩や自転車で利用できる範囲にある学校体育館の開放・利用状況とあわせて削減する施設を検討する必要があります。
2  施設の性能（機能性）
体育館の機能性について、(a)設備内容と(b)減価償却費(c)バリアフリーの状況、(d)アンケート結果を検討しました。
(a)  設備内容について
各体育館のアリーナ面積、設備内容及び開設年度は、次のとおりとなっています。
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山南農業者等

体育施設
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センター愛育館

平均

アリーナ面積（㎡）

1,098                       908                         800                         905                         1,400                       726                         1,400                       1,425                       1,083                      

設備内容

 フィットネスルー

ム（107㎡）、ト

レーニングマシン

ルーム（120㎡）

 合奏室兼会議室

（120㎡）、研修

室（38㎡）、和室

（50㎡）

 会議室（63㎡）

 柔剣道場（331

㎡）、会議室（74

㎡）、トレーニング

室（117㎡）

開設年度

平成

13

年度 昭和

53

年度 平成

10

年度 平成

17

年度 昭和

54

年度 昭和

59

年度 昭和

59

年度 昭和

63

年度


1970～80年代に建設された施設がほとんどですが、柏原住民センター体育館と青垣住民センター体育館は新しい施設です。氷上住民センター体育館は、氷上住民センターの２階にあり、床がコンクリートであること、階下の会議室利用に影響があるなどの理由から利用が制限される状態となっています。また、設備内容としては、柏原住民センター体育館と三ツ塚ふれあいセンター愛育館にトレーニングルームが設けられています。
(b)  減価償却費について
減価償却費は、施設への投資金額を使用期間（≒耐用年数）に配分した金額です。
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[image: image9.emf]№ 施設名 (1)減価償却費（千円） (2)利用人数（人）

1人あたり減価償却費（円）

（(1)／(2)）

① 柏原住民センター体育館

25,115                                  39,321                                  639                                                

② 氷上住民センター体育館

27,849                                  8,097                                    3,439                                             

③ 大師の杜ホール

12,914                                  18,020                                  717                                                

④ 青垣住民センター体育館

7,550                                    18,835                                  401                                                

⑤ 春日体育センター

5                                           13,906                                  0                                                    

⑥ 山南Ｂ＆Ｇ海洋センター

9,412                                    10,617                                  887                                                

⑦ 山南農業者等体育施設

5,587                                    5,623                                    994                                                

⑧ 三ツ塚ふれあいセンター愛育館

13,501                                  30,686                                  440                                                

⑨ 平均

12,742                                  18,138                                  702                                                


上の表は各年度の減価償却費と利用人数の関係を示したものです。減価償却費は各年度に配分した建設金額であり、それを利用人数で割った1人あたり減価償却費が小さいほど、体育施設の建設による投資効果は高いといえます。
氷上住民センター体育館の１人あたり減価償却費が大きくなっていますが、これは建設経費に比して施設利用者数が少なく、現状では投資効果が低いことを示しています。そのため、他の施設の稼働率に余裕があるならば、次回は建設すべきではない施設といえます。
また、建替えを行う場合でも、トレーニングルーム等は民間のフィットネスクラブと競合するため、地域の状況を勘案のうえ建替え時は機能を体育館に絞ることが望ましいと考えます。
なお、春日体育センターは、当時の労働省所管の団体が所有していた施設を、極めて安価で購入した施設であるため、各年度に配分する減価償却費が小さくなっています。そのため、上の分析の結果は、春日体育センターの利用効率が良好であることを示している、というわけではありません。
(c)  バリアフリーへの対応状況
市の体育館群における、バリアフリーへの対応状況は以下の表のようになっています。なお、表の整備箇所および基準は兵庫県「福祉のまちづくり条例施行規則」を基にしています。それぞれの整備箇所に対応すべき項目数を示していますが、用途面積や設備の関係で、その施設が対応する必要の無い項目もあります。
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バリアフリーへの対応状況では、山南Ｂ＆Ｇ海洋センターと山南農業者等体育施設の対応状況が他の施設と比べて進んでおらず、今後存続させる場合は、対応が望まれます。
(d)  耐震化・アスベスト対応状況
市の体育館群における、耐震化およびアスベスト除去の状況は以下の表のようになっています。
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耐震化の状況 必要なし 対応済 必要なし 必要なし

耐震診断

のみ実施

必要なし 必要なし 必要なし

アスベストの

除去状況

対応箇所

なし

対応箇所

なし

対応箇所

なし
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なし
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なし
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なし
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耐震化では、春日体育センターが耐震診断を実施した段階にあります。それ以外の体育館では耐震化が行われています。春日体育センターを存続させる場合、耐震化のための工事が必要であり、多くの費用を要します。また、体育館等は災害の際の避難所にも指定されているため、防災の面からも存続させる場合は早急な耐震化が求められ、統廃合を行う際の決定には、それらを考慮する必要があります。
アスベストの除去状況は、対応すべき箇所がないため、問題ありません。
(e)  アンケート結果について
各体育館を利用した理由についてアンケート調査した結果、「設備が充実している」を利用理由に挙げた人の割合は以下のグラフのようになります。柏原住民センター体育館では、設備が充実しているために利用している人が多くなっています。
なお、青垣住民センター体育館、山南農業者等体育施設は、回答数がそれぞれ２、３件と少ないことに留意する必要があります。
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[image: image13.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦ ⑧ ⑨

施設名

柏原住民

センター体育館

（

n=33

）

氷上住民

センター体育館

（

n=7

）

大師の杜ホール

（

n=15

）

青垣住民

センター体育館

（

n=2

）

春日体育センター

（

n=21

）

山南Ｂ＆Ｇ

海洋センター

（

n=10

）

山南農業者等

体育施設

（

n=3

）

三ツ塚ふれあい

センター愛育館

（

n=9

）

平均

施設を利用した理由

に、設備の充実を挙げ

た人の割合

66.7% 28.6% 26.7% 0.0% 23.8% 30.0% 33.3% 33.3% 30.3%


3  施設管理の経済性・効率性（効率性）
(a)  利用者１人あたり直接支出経費
各体育館の利用者１人あたり直接支出経費は次のとおりです。
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[image: image15.emf]（単位：千円）

№ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 　⑧ ⑨

施設名

柏原住民

センター体育館

氷上住民

センター体育館

大師の杜ホール

青垣住民

センター体育館

春日体育

センター

山南Ｂ＆Ｇ

海洋センター

山南農業者等

体育施設

三ツ塚ふれあい

センター愛育館

平均

利用料等収入 ①

3,395                       770                         336                         129                         316                         213                         366                         308                         729                        

支出経費 ②

15,734                     2,727                       4,057                       4,177                       2,312                       6,077                       6,091                       7,172                       6,043                      

うち正職員人件費 ③

3,676                       336                         468                         1,212                       440                         912                         676                         444                         1,021                      

直接支出経費 ④（②－③）

12,058                     2,391                       3,589                       2,965                       1,872                       5,165                       5,415                       6,728                       5,023                      

直接コスト ⑤（④－①）

8,663                       1,621                       3,253                       2,836                       1,556                       4,952                       5,049                       6,420                       4,294                      

利用人数（人） ⑥

39,321                     8,097                       18,020                     18,835                     13,906                     10,617                     5,623                       30,686                     18,138                    

1人あたり直接コスト（円）

（⑤／⑥）

220                         200                         181                         151                         112                         466                         898                         209                         277                        


利用者１人あたり直接支出経費は、施設を運営していくための費用から人件費を除いた金額を、市が利用者１人あたりどのくらい負担しているかを表しています。
山南農業者等体育施設の数値が著しく高くなっています。体育館の運営経費はほとんどが固定費ですから、利用人数が少ないことにより、固定費の1人あたり負担額が大きくなっているといえます。
また、山南Ｂ＆Ｇ海洋センターの１人あたり直接コストも高くなっており、この２つの施設が、コスト平均を上昇させています。
4  利用者の状況
(a)  稼働率
稼働率を朝、昼、夕方、夜に区分すると以下の結果となりました。
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 [image: image17.emf]№ 施設名 稼働率 № 施設名 稼働率

① 柏原住民センター体育館

41.5%

① 柏原住民センター体育館

56.5%

② 氷上住民センター体育館

25.8%

② 氷上住民センター体育館

33.9%

③ 大師の杜ホール

22.6%

③ 大師の杜ホール

19.5%

④ 青垣住民センター体育館

32.6%

④ 青垣住民センター体育館

64.8%

⑤ 春日体育センター

26.6%

⑤ 春日体育センター

29.0%

⑥ Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

20.8%

⑥ 山南Ｂ＆Ｇ海洋センター

17.3%

⑦ 山南農業者等体育施設

19.0%

⑦ 山南農業者等体育施設

17.4%

⑧ 愛育館

40.7%

⑧ 愛育館

77.7%

⑨ 平均

28.7%

⑨ 平均

39.5%


朝の部は、もっとも稼働率の高い柏原住民センター体育館でも41.5%で、軒並み低い稼働率と成っています。昼の部になると稼動が上がってきて、愛育館は77.7%まで達します。しかし、山南の2つの体育館や大師の杜ホールは20%を切っている状態で、同地域の体育館の稼働率を合計しても100％を大幅に下回っています。
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[image: image18.emf]№ 施設名 稼働率 № 施設名 稼働率

① 柏原住民センター体育館

80.3%

① 柏原住民センター体育館

82.7%

② 氷上住民センター体育館

23.5%

② 氷上住民センター体育館

43.4%

③ 大師の杜ホール

71.3%

③ 大師の杜ホール

78.9%

④ 青垣住民センター体育館

81.9%

④ 青垣住民センター体育館

59.2%

⑤ 春日体育センター

48.4%

⑤ 春日体育センター

47.7%

⑥ Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

66.6%

⑥ Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

33.7%

⑦ 山南農業者等体育施設

30.2%

⑦ 山南農業者等体育施設

14.7%

⑧ 愛育館

84.3%

⑧ 愛育館

44.4%

⑨ 平均

60.8%

⑨ 平均

50.6%


夕方の部になると、稼働率がかなり上がる体育館が多い中、氷上住民センター体育館と山南農業者等体育施設は著しく低く、春日体育センターも50％を切っています。
夜の部は、柏原住民センター体育館と大師の杜ホールの稼働率が高くなっていますが、それ以外はそれほど稼動していません。
稼働率の面からいえば、氷上住民センター体育館と大師の杜ホール、山南地域の２つの体育館の統合を検討する必要があります。
(b)  利用頻度
体育館の利用者に対してのアンケートで、利用頻度は次のとおりとなりました。
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[image: image20.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦ ⑧ ⑨

施設名

柏原住民

センター体育館

（

n=33

）

氷上住民

センター体育館

（

n=7

）

大師の杜ホール

（

n=15

）

青垣住民

センター体育館

（

n=2

）

春日体育センター

（

n=21

）

山南Ｂ＆Ｇ

海洋センター

（

n=10

）

山南農業者等

体育施設

（

n=3

）

三ツ塚ふれあい

センター愛育館

（

n=9

）

平均

月に数回以上来館

56.3% 28.6% 53.3% 50.0% 33.3% 30.0% 66.7% 55.6% 46.7%


山南農業者等体育施設には、月に数回以上の利用者の割合が高くなっています。また、氷上住民センター体育館、春日体育センター、山南B&G海洋センターは、月に1回以下の利用者の割合が高くなっています。前者は特定の利用者が多く、後者は不特定の利用者によって利用されている施設といえます。
(c)  利用者の満足度
アンケートによって、実際に体育館を利用している団体、一般市民の各施設の満足度を調査した結果は、次のとおりです。
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各体育館の窓口満足度（利用者アンケート）

－やや満足以上の割合


[image: image22.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦ ⑧ ⑨

施設名

柏原住民

センター体育館

（

n=33

）

氷上住民

センター体育館

（

n=7

）

大師の杜ホール

（

n=15

）

青垣住民

センター体育館

（

n=2

）

春日体育センター

（

n=21

）

山南Ｂ＆Ｇ

海洋センター

（

n=10

）

山南農業者等

体育施設

（

n=3

）

三ツ塚ふれあい

センター愛育館

（

n=9

）

平均

窓口の満足度―

やや満足以上

78.8% 42.9% 100.0% 100.0% 57.1% 80.0% 33.3% 88.9% 72.6%


各体育館の窓口満足度は、青垣住民センター体育館で高く、氷上住民センター体育館、山南農業者等体育施設で低くなっています。
今後も定期的にアンケートを取り、この結果はどのようなことに起因しているのかを調査する必要があります。
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[image: image24.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦ ⑧ ⑨

施設名

柏原住民

センター体育館

（

n=33

）

氷上住民

センター体育館

（

n=7

）

大師の杜ホール

（

n=15

）

青垣住民

センター体育館

（

n=2

）

春日体育センター

（

n=21

）

山南Ｂ＆Ｇ

海洋センター

（

n=10

）

山南農業者等

体育施設

（

n=3

）

三ツ塚ふれあい

センター愛育館

（

n=9

）

平均

施設の満足度

やや満足以上

78.8% 28.6% 86.7% 100.0% 57.1% 70.0% 66.7% 88.9% 72.1%


施設の満足度は、青垣住民センター体育館で高く、氷上住民センター体育館で特に低くなっています。
利用者アンケートの回答者はリピーターが多く、定期的な利用者は氷上住民センター体育館の施設状況が好ましくないと感じている結果となりました。これは施設が2階にあり、1階の会議室等の利用者に対する騒音への配慮等が必要な施設構造により、利用内容が制限されることが原因となっていると考えられます。
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各体育館の満足度（市民アンケート）
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[image: image26.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦ ⑧ ⑨

施設名

柏原住民

センター体育館

（

n=33

）

氷上住民

センター体育館

（

n=7

）

大師の杜ホール

（

n=15

）

青垣住民

センター体育館

（

n=2

）

春日体育センター

（

n=21

）

山南Ｂ＆Ｇ

海洋センター

（

n=10

）

山南農業者等

体育施設

（

n=3

）

三ツ塚ふれあい

センター愛育館

（

n=9

）

平均

満足度―

やや満足以上

78.3% 50.0% 57.0% 77.5% 55.4% 38.7% 33.3% 66.2% 57.1%


各施設を利用したことがある市民の満足度をみると、山南地域の２つの体育館で満足度が低くなっています。
利用者アンケートと異なり、市民アンケートでは、複数の体育館を利用し比較した結果がより強く反映されるため、市民にとって山南地域の２つの体育館は、他の体育館に比べると施設の機能が低いと考えられます。
5  将来的な需要（将来性）
(a)  施設の認知度について
各体育館の認知度についての市民アンケート結果は、次のとおりです。
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[image: image28.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦ ⑧ ⑨

施設名

柏原住民

センター体育館

（

A : n=52

）

（

B : n=539

）

氷上住民

センター体育館

（

A : n=139

）

（

B : n=539

）

大師の杜ホール

（

A : n=139

）

（

B : n=539

）

青垣住民

センター体育館

（

A : n=55

）

（

B : n=539

）

春日体育センター

（

A : n=81

）

（

B : n=539

）

山南

B&G

海洋

センター体育館

（

A : n=62

）

（

B : n=539

）

山南農業者等

体育施設アリーナ

（

A : n=62

）

（

B : n=539

）

三ツ塚ふれあい

センター愛育館

（

A : n=120

）

（

B : n=539

）

平均

市民全体

からの知名度(A)

46.4% 47.3% 35.1% 38.6% 50.1% 37.7% 15.4% 60.5% 41.4%

地域居住者

からの知名度(B)

80.8% 76.3% 62.6% 92.7% 86.4% 87.1% 46.8% 94.2% 78.4%

※　居住地域が無回答の回答者が30名いたため、地域居住者の回答数合計と全回答数は異なります。


上の図表のとおり、特に山南農業者等体育施設の認知度が低くなっています。
(b)  今後利用したい施設について
今後利用したい施設についての市民アンケート結果は、次のとおりです。
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[image: image30.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦ ⑧ ⑨

施設名

柏原住民

センター体育館

（

A : n=52

）

（

B : n=539

）

氷上住民

センター体育館

（

A : n=139

）

（

B : n=539

）

大師の杜ホール

（

A : n=139

）

（

B : n=539

）

青垣住民

センター体育館

（

A : n=55

）

（

B : n=539

）

春日体育センター

（

A : n=81

）

（

B : n=539

）

山南

B&G

海洋

センター体育館

（

A : n=62

）

（

B : n=539

）

山南農業者等

体育施設アリーナ

（

A : n=62

）

（

B : n=539

）

三ツ塚ふれあい

センター愛育館

（

A : n=120

）

（

B : n=539

）

平均

市民全体

からの利用期待

20.8% 13.5% 8.7% 12.6% 13.5% 5.9% 4.3% 21.7% 11.1%

居住地域者

からの利用期待

59.6% 33.8% 20.1% 52.7% 38.3% 32.3% 17.7% 58.3% 36.6%

※　居住地域が無回答の回答者が30名いたため、地域居住者の回答数合計と全回答数は異なります。


市民全体に対するアンケートであるため、居住地域以外の市民からの利用期待は低い傾向となりますが、各地域の人口比を考慮しても各施設の今後の利用期待には差があるといえ（以下の「参考」参照）、利用期待が10％を切っている大師の杜ホール、山南B&G海洋センター及び山南農業者等体育施設はあまり利用が伸びない施設と考えられます。
(c)  将来利用者数の予測
以下では、将来利用者数の予測を行います。
まず、利用者アンケートの結果をみると、現状の利用者は、ほとんどの場合、施設が存在する地域の者が各利用グループに1人は含まれており、基礎人口としては、各地域の人口が相応しいと考えます（次表参照）。
[image: image31.emf]施設の利用団体のうち

地域居住者をメンバーに含む団体の割合
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100.0%

青垣住民センター体育館

100.0%

春日体育センター

100.0%

山南Ｂ＆Ｇ海洋センター

90.0%

山南農業者等体育施設アリーナ

100.0%

三ツ塚ふれあいセンター愛育館

88.9%

平均

96.6%


上記を前提とし、各体育館の利用者が地域人口に占める割合を基に、将来利用者数を予測をすると、次のとおりとなりました。
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[image: image33.emf]№ 施設名

平成

22

年度（※） 平成

27

年度 平成

32

年度

39,321 38,568 37,411

100.0% 98.1% 95.1%

8,097 7,748 7,357

100.0% 95.7% 90.9%

18,020 17,244 16,373

100.0% 95.7% 90.9%

18,835 17,150 15,562

100.0% 91.1% 82.6%

13,906 13,056 12,131

100.0% 93.9% 87.2%

10,617 9,743 8,922

100.0% 91.8% 84.0%

5,623 5,160 4,725

100.0% 91.8% 84.0%

30,686 29,357 27,865

100.0% 95.7% 90.8%

18,138 17,253 16,293

100.0% 95.1% 89.8%

（※）平成22年度は実数

（※）③大師の杜ホールと⑨平均の数値および推移はほぼ同じであるため、上記グラフでは重なって見えます。

柏原住民センター体育館

平均

氷上住民センター体育館

青垣住民センター体育館

山南Ｂ＆Ｇ海洋センター

三ツ塚ふれあいセンター愛育館

山南農業者等体育施設アリーナ

春日体育センター

大師の杜ホール

⑥

⑦

⑧

⑨

①

②

③

④

⑤


平均で利用者数は現在の90％程度になる予測ですが、青垣地域や山南地域は80％代前半まで落ち込む予測となっています。よって、現状の稼働率で賄える施設は廃止検討対象となるべき施設といえます。
(4)  今後の適正化方針
1  アンケート結果
利用者アンケート・該当調査での、代替施設の有無や必要性、適正な体育館数に関する質問の結果は以下のとおりです。
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現在利用している体育館の代わりに使用できる施設の有無

（利用者アンケート）

ある ない わからない 無回答


[image: image35.emf]№ 施設名 ある ない わからない 無回答

①

柏原住民センター

体育館（

n=33

）

12.1% 72.7% 9.1% 6.1%

②

氷上住民センター

体育館（

n=7

）

57.1% 28.6% 14.3% 0.0%

③

大師の杜ホール

（

n=15

）

20.0% 60.0% 20.0% 0.0%

④

青垣住民センター

体育館（

n=2

）

0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

⑤

春日体育センター

（

n=21

）

28.6% 57.1% 14.3% 0.0%

⑥

山南Ｂ＆Ｇ

海洋センター

（

n=10

）

10.0% 70.0% 20.0% 0.0%

⑦

山南農業者等

体育施設アリーナ

（

n=3

）

0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

⑧

三ツ塚ふれあい

センター愛育館

（

n=9

）

22.2% 77.8% 0.0% 0.0%


利用者に対して、利用している体育館が廃止された場合に、代わりに使用できる施設があるかを聞いた結果、氷上住民センター体育館のみ過半数の57.1％が「ある」と回答しました。その他の体育館では「ない」の回答割合が高くなっています。前述のとおり移動手段は自家用車が多く、市内における移動範囲は制限されていませんが、それでも特定の利用者にとって、これらの体育館が利便性の高い施設となっていることがうかがえます。
[image: image36.emf]0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

各体育館が廃止されると困る人の割合

（市民アンケート）
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施設名

柏原住民

センター体育館

氷上住民

センター体育館

大師の杜ホール

青垣住民

センター体育館

春日体育センター

山南Ｂ＆Ｇ海洋

センター

山南農業者等

体育施設アリーナ

三ツ塚ふれあい

センター愛育館

平均

廃止されると

困る人の割合

（

n=539

）

20.8% 13.5% 8.7% 12.6% 13.5% 5.9% 4.3% 21.7% 11.1%


市民に対して、廃止された場合に困る施設をあげてもらったところ、三ツ塚ふれあいセンター愛育館が最も高く、21.7％となりました。なお、平均は11.1％と、住民センターの19.6％と比較して半分程度となっています。
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同様に、市民に対して体育館の多寡を質問した結果が上のグラフです。体育館の施設数を適当と考えている市民が48％、やや多いと考えている市民が24％となっています。最適な施設数では、6施設が33％と最も多くなりました。
上記分析結果により、体育館は施設数を見直すことを方針とすれば、市民の理解が得られやすいと考えられます。
2  損益状況の整理
平成２２年度における体育館の収入状況を利用して、稼働率１％あたりの収入額を算出した結果は、次のとおりです。なお、稼働率は、各施設で集計した年間の稼働時間を利用可能時間で除したものです。
[image: image40.emf]（単位：千円）

柏原住民センター

体育館

氷上住民センター

体育館

大師の杜ホール

青垣住民センター

体育館

春日体育

センター

山南Ｂ＆Ｇ

海洋センター

山南農業者等

体育施設

（アリーナ）

三ツ塚ふれあい

センター愛育館

平均

①収入額（減免していない場合）

4,501                       1,190                       1,154                       129                         847                         213                         688                         2,470                       1,399                      

②稼動率

50.0% 24.0% 30.6% 41.6% 30.1% 25.9% 15.1% 45.2% 32.8%

③稼動１％あたり収入額

　（①／(②*100)）

90                           50                           38                           3                             28                           8                             46                           55                           40                          


稼働率１％当たり収入を利用して、各体育館の直接支出経費は、稼働率が何％になると回収できるのかを算定したのが、次の表です。
[image: image41.emf]（単位：千円）

柏原住民センター
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氷上住民センター

体育館

大師の杜ホール

青垣住民センター

体育館

春日体育

センター

山南Ｂ＆Ｇ

海洋センター

山南農業者等

体育施設

（アリーナ）

三ツ塚ふれあい

センター愛育館

平均

直接支出経費

8,663                       1,621                       3,253                       2,836                       1,556                       4,952                       5,049                       6,420                       4,294                      

稼動１％あたり収入額

90                           50                           38                           3                             28                           8                             46                           55                           40                          

損益分岐稼働率

96.3% 32.7% 86.3% 913.5% 55.3% 601.0% 110.5% 117.5% 251.6%

損益均衡が達成できる可能性 達成可能 達成可能 達成可能 達成困難 達成可能 達成不可能 もう少し もう少し


稼働率１００％を実現すれば、４つの体育館では直接支出経費ベースで損益均衡を達成することができ、ある程度健全な運営ができていると評価できます。
これに対して、青垣住民センター体育館と山南Ｂ＆Ｇ海洋センターは、稼働率１００％を実現しても、損益均衡はまったく達成することができないため、あまり健全な経営形態とはいえません。
3  今後の方針
体育館については、現状の稼働率と目標利用率から、現在の８施設から当面は５施設に整理することが望ましいと思われます。
その場合、まずは、旧町間の公平性および稼働率の観点から、同一地域に２つある施設を廃止することが望まれます。具体的には、現状の稼働率が低く、立地状況からも今後の利用の伸びを見込むことが難しい山南B&G海洋センターおよび氷上住民センターの２階にある氷上住民センター体育館は、次回の建替えを行わず、建替え時期もしくは大規模修繕が必要な時期が到来した時点で、廃止することが望ましいと考えます。
加えて、他施設と比較して古く、駐車場が十分でない点、また、廃止した場合も他の地域での利用が比較的容易であると考えられることから春日体育センターを廃止することが望ましいと考えます。
山南農業者等体育施設は、駐車場や視覚障害者誘導用ブロック又は装置など、バリアフリーへの対応を検討する必要があります。
今後の方針としては、まず、市のシンボルとなる設備、規模を備えた体育館を立地条件の良い場所に建設します。次に、これを補完する体育館として、現在の山南及び市島の体育館がある場所に、愛育館と同規模の体育館を建替えることで、最終的には市の体育館は３館とするのが望ましいと考えます。
以下では、現在の８館から５館、３館にまとめることを想定して効果額を算定します。
現在ある各体育館施設の建設金額と建替え年度を表に表すと、次のようになります。
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この現状に対し、これまでの体育館に関する提案をまとめると、次のとおりとなります。
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この提案にしたがって、効果額の算定を行った結果は、次のとおりです。
なお、春日体育センターは、大師の杜ホールと規模が類似しているため、建替金額を大師の杜ホールと同額で計算しました。
[image: image44.emf]＜維持管理費用－削減提案＞ （単位：千円）

施設 内容 維持管理費用 更新後維持管理費用 差額

柏原住民センター体育館 次回建替えの際は、建設しない。

12,339                               -                                        12,339                              

氷上住民センター体育館 廃止する。

1,957                                 -                                        1,957                                

大師の杜ホール

次回更新時に、市の中心体育館とする。維持管

理費用は、柏原住民センター体育館と同水準と

仮定する。

3,721                                 12,339                               -8,618                               

青垣住民センター体育館 次回建替えの際は、建設しない。

4,048                                 -                                        4,048                                

春日体育センター 廃止する。

1,996                                 -                                        1,996                                

山南B&G海洋センター

（体育館）

廃止する。

5,864                                 -                                        5,864                                

山南農業者等体育施設

（アリーナ）

次回更新時は、補助的な体育館として建設す

る。維持管理費用は、三ツ塚ふれあいセンター

愛育館と同水準と仮定する。

5,725                                 6,864                                 -1,139                               

三ツ塚ふれあいセンター

愛育館

次回更新時は、補助的な体育館として建設す

る。維持管理費用は、三ツ塚ふれあいセンター

愛育館と同水準と仮定する。

6,864                                 6,864                                 -                                       

合計

42,514                               26,067                               16,447                              

（※）維持管理費用は、支出から収入を控除した金額です。

　　　正職員人件費は、長期的には変動費として扱えるため、削減可能な維持管理費用に含めています。


[image: image45.emf]＜建替金額－削減提案＞ （単位：千円）

施設 内容 建設金額（※） 次回建設金額 差額

柏原住民センター体育館 次回建替えの際は、建設しない。

947,525                             -                                        947,525                            

氷上住民センター体育館 廃止する。

3,357,057                          -                                        3,357,057                         

大師の杜ホール

次回更新時に、市の中心体育館とする。建設コ

ストは、柏原住民センター体育館と同水準と仮

定する。

456,653                             947,525                             -490,872                           

青垣住民センター体育館 次回建替えの際は、建設しない。

410,913                             -                                        410,913                            

春日体育センター 廃止する。

456,653                             -                                        456,653                            

山南B&G海洋センター

（体育館）

廃止する。

632,578                             -                                        632,578                            

山南農業者等体育施設

（アリーナ）

次回更新時は、補助的な体育館として建設す

る。建設コストは、三ツ塚ふれあいセンター愛

育館と同水準と仮定する。

375,527                             824,920                             -449,394                           

三ツ塚ふれあいセンター

愛育館

次回更新時は、補助的な体育館として建設す

る。建設コストは、三ツ塚ふれあいセンター愛

育館と同水準と仮定する。

824,920                             824,920                             -                                       

合計

7,461,825                          2,597,365                          4,864,460                         

（※）建設金額は、当時の建設単価に、物価水準の変動を加味したものを基礎としています。


以上の提案を実行したときのコスト比較は次のとおりとなります。
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[image: image47.emf]＜実行時のコスト比較＞ （単位：千円）
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561,023 173,950 173,950 3,531,007 3,411,152 173,950 173,950 173,950 584,863 173,950 9,131,745
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累積効果額

差



施設を維持した場合の金額

削減提案を実行した場合の金額


体育館の建替え時期は２０３５年から２０４５年に集中し、市の財政を圧迫すると考えられますが、上記前提条件に基づいた場合、５０億円を超えるコストを削減することができます。
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